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一 般 質 問 と 答 弁  要 旨
区政のここが聞きたい

●詳細は、目黒区議会会議録または区議会ホームページの会議録検索をご覧ください。

＜危機管理対策について＞
災害やテロ等の様々な事態への危機管
理体制を強化せよ。
区長　緊急事態への的確な対応に努め
るとともに、様々な危機を想定した対

応マニュアルの作成や、対応訓練の実
施などを通じ、危機管理対策の向上を
目指していく。
＜生活安全対策について＞

（1）防犯カメラ設置の効果を検証し、

取り組むべきである。（2）地域安全パ
トロール協力会の活動支援を拡充せ
よ。
区長　（1）防犯カメラの設置は、自主防
犯パトロールの実施等が前提となるの
で、地域の見守り活動の充実につなが
るとともに、犯罪抑止効果も期待でき
る。今後とも地域の見守り活動の一層
の拡充とあわせ、防犯カメラの設置を
推進していく。（2）引き続き可能な活動
支援に努めるとともに、新たな視点か
ら地域安全パトロール協力会への参加
の働きかけを検討していく。

＜交通安全対策について＞
（1）誰もが安全で快適な道路環境を整
備せよ。（2）自転車の事故防止対策に
取り組め。
区長　（1）実施計画改定の中で、計画的
に交通安全対策が進められるよう検討
し、区民が安全で快適に通行できる道
路環境の整備に取り組んでいく。（2）国
が策定する自転車活用推進計画や東京
都の動向等を注視しながら、安全で快
適なまちの実現を目指していく。

目黒区の安全対策を総点検
せよ！

公明党目黒区議団　山宮 きよたか　議員

＜教育の自由と自主性について＞
（1）「教育勅語」の公教育での使用は許
されないと思うが、区の認識を伺う。

（2）教員の研修と育成について。教員
は子どもの人格形成に深い影響を与え
る特別な職業である。それぞれの教員
が個性を伸ばせるよう自主的な取り組
みを尊重し、スペシャリストなどの教
員格付はやめよ。（3）教員の多忙化の
解消をすすめよ。（4）人権教育の充実
を！教職員向けLGBT（※）パンフレッ
トの作成を行い、啓発に努めてはどう

か。LGBTについて学べる本を学校図
書に配架し、子どもたちへの啓発をす
すめよ。
教育長　（1）日本国憲法及び教育基本
法に基づいて、日本の未来を担う子ど
もたちのために、教育行政を進めてい
くことが使命である。（2）教員育成基
本方針の検討にあたっては、教員の自
主性を尊重する。また、授業スペシャ
リスト制度は、教員の励みとなるとと
もに、総合的な教育力の向上につな
がる。（3）教員一人ひとりが持ってい

る力を高め、発揮できるような環境を
整え、業務改善の方策等を検討してい
く。（4）教職員向けLGBTパンフレット
の作成は、先進自治体の事例等を踏ま
え調査研究する。学校図書館への配架
は、他自治体の取り組みを踏まえ検討
する。
＜国保の広域化に伴う保険料の大幅値
上げについて＞
目黒では2011年度以降、保険料の最
大の値上げである。１人当たり、前年比
8,371円の値上げ。高すぎて払えない
と悲鳴が上がる。（1）2018年度の国保
料は一人当たりどれだけの値上げに
なるのか。（2）国保の都道府県化に伴
い大変な値上げになる。区として一般
会計からの繰り入れを継続して行え。

（3）国保料引き下げのため、区は東京
都に財政措置を要望せよ。
区長　（1）「標準保険料率」が示されて

いない現時点では、区単独での精緻な
試算は難しく、引き続き東京都の動向
を注視していく。（2）被保健者への影響
を十分にふまえ、将来にわたって持続
可能なものとなるように、一般会計か
らの繰り入れの継続は、保険者として
慎重に検討していく。（3）区長会では、
東京都へ財政支援等を要望する方向で
ある。今後は、都内区市町村と協力し、
更なる財政支援等を引き続き要望する
ことも検討する。

【用語解説】
※LGBT: レズビアン（女性同性愛者）、ゲイ

（男性同性愛者）、バイセクシュアル（両
性愛者）、トランスジェンダー（体と心の性
の不一致）の頭文字をとった言葉で、この
４つの性のあり方を一括して表す場合と、
これ以外も含めたすべての性的マイノリテ
ィー（性的少数者）を包括して表す場合が
ある。

子どもを中心に据えた教育
を！高い国保料を引下げよ！

日本共産党目黒区議団　松嶋 祐一郎　議員

＜学校におけるICT教育（※）＞
これからの子どもたちはICTを使いこ
なす能力を身につけることが必要であ
る。このような能力を育成するためど
のような対応をしていくのか伺う。
教育長　教員のICTを活用した創造性
ある授業を展開させる力を向上させる
ことが必要であることから、ICT環境
整備のあり方を検討していく。

＜英語教育＞
目黒区の英語教育の現状と今後の英語
教育の取り組みをどのように考えてい
るのか伺う。
教育長　子どもたちの英語に対する興
味や関心を高めながら、日本の未来を
見据え、国際社会を生きる国際人とし
ても活躍できるよう英語教育の充実を
図る。

＜特別の教科　道徳＞
区として道徳教育の充実についてどの
ように取り組んでいくのか伺う。
教育長　児童・生徒が高い倫理観をも
ち、生き方や社会の在り方のよりよい
方向を模索できるよう指導体制作りを
推進していく。
＜いじめ防止対策＞

「目黒区いじめ防止対策推進条例」の
制定により何が変わるのか。今後の対
応も含めて伺う。
教育長　条例の制定により、これまで
以上にいじめの未然防止、早期発見、対
処等に学校、保護者、関係機関等と連携
を図りながら積極的に取り組んでいく。
＜特別支援教室モデル事業＞
小学校では27年度から特別支援教室

事業を本格実施しているが、中学校に
おける特別支援教室モデル事業の進捗
状況を伺う。
教育長　教員への障害理解研修、巡回
指導等を実施した結果、28年度第七中学
校の通級学級の生徒は12名だったが、29
年度は23名と倍増した。実施結果はガイ
ドライン作成のため都に提出する。

【用語解説】
※ICT教育: コンピューターやインターネット

などの 情 報 通信 技 術を活用して行う教
育。電子黒板やタブレット端末、デジタル
教科書などを用いた授業などを指すことが
多い。

未来を担う子どもたちへ　
教育行政の新たな展開

民進党目黒区議団　青木 早苗　議員

＜区政情報の突き合せについて＞
（1）個々人に、必要な情報提供をする
べきである。（2）一歩進んだ広報施策

の工夫をするべきである。
区長　（1）改訂後の「戦略的な情報発信
のための指針」に基づき効果的な情報

発信に取り組む。（2）区報、ホームペー
ジのほか、ツイッターやメールマガジ
ン等様々な手段で情報発信している。
＜物品の購入について＞

（1）総務一括購入をするべきである。
（2）仕様で工夫をするべきである。
区長　（1）法令を遵守した上で必要な
物品を適時適切に購入していく。（2）仕
様の工夫で、購入した物品を業者に保
管依頼する方法は困難である。
＜庁用車のガソリンの購入について＞

原油の価格変動を踏まえ購入をするべ
きである。
区長　使用実態に応じて適切に対応す
る。
＜災害時の防災拠点運営について＞

（1）避難所に関し周知をするべきであ
る。（2）区職員の関与も必要である。
区長　（1）様々な媒体や機会を捉えて
周知に努める。（2）災害発生時には全職
員が一丸となり応急対策や復旧対策等
に取り組んでいく。

区民の目線に立った、効率
的な区政運営を！

小沢 あい　議員

＜児童相談所設置に係る課題と検討状
況について＞

（1）児童相談所設置に伴う児童相談所
設置市事務（※）の都からの移譲につい
て認識を伺う。（2）施設整備を区有施
設見直し方針とどう整合性をとるのか
伺う。（3）子どもの命を最優先に、子ど
も家庭支援センターの充実を図る中

で、優先的に人材育成をするべきだが
所見を伺う。（4）一時保護所は他区と
の共同運営を視野に入れるべきだが、
区の見解を伺う。
区長　（1）必要な人員や関係する経費
なども精査し、適時適切な対応を図っ
ていく。（2）区有施設見直し方針に沿っ
て整備するが、既存施設の複合化等幅

広く検討する。（3）児童相談所への職員
派遣を継続するとともに、子ども家庭
支援センターの充実も図り人材を育成
する（4）児童相談所の設置や一時保護
所の設置及び運営形態について、特別
区児童主管課長会で検討していく。
＜8050問題対策について＞

（1）8050問題とは80歳代の親と50歳
代のひきこもり等の独身の子どもが同
居する世帯が抱える様々な問題である
が、区の認識を伺う。（2）8050問題等
複合的要因の案件は、包括支援センタ
ーを拠点にアウトリーチ（訪問支援）の
視点が必要だが、どう対応していくの
かを伺う。
区長　（1）福祉の各分野を超えた包括

的な相談支援体制を強化していくこと
が必要であると認識している。（2）地域
包括支援センターは、段階的な機能強
化の検討が必要であり、支援の必要な
方を訪問支援につなげるアウトリーチ
の視点も含めて、相談支援体制につい
て検討していく。

【用語解説】
※児童相談所設置市事務: 児童相談所にお

ける相談業務のみならず、「児童福祉審議
会の設置に関する事務」など、児童相談所
を設置した市が、処理しなければならない
15の事務。

子ども達の命、最優先！児相
設置・新たな課題８０５０

　自由民主党目黒区議団　河野 陽子　議員

若い時に介護した時間を「貯蓄」し、自
らの老後にその時間を介護サービスに
使うシステム等、多世代ボランティア
育成を。
区長　区民同士の支え合いや福祉活動
の担い手の確保の観点から、幅広い世
代のボランティアの育成をさらに検討

していく。
環境、健康、教育、消費。庁内連携で「有
害化学物質」規制の区民・事業者向け啓
発・助言活動を。
区長　有害化学物質による健康影響が
出ないよう、区民・事業者へ向けた啓発
を行っていく。

ガイドヘルプを必要としている人は身
体障害、精神障害、難病等多様。サービス
単価を上げること、人材確保策は何か。
区長　国の報酬改定等も踏まえ検討す
る。区の研修費用補助と合わせ、国や都
の事業も活用し人材確保に努める。
区民のプライバシー権を確保するた
め、監視カメラ規則や条例制定を。
区長　現行運用基準の適正管理とと
もに条例化の必要性等を調査・検討す
る。
コミュニティ助成？宝くじの収益金の
一部を区が仲介して助成したが、神輿
助成は妥当か。
区長　（一財）自治総合センターが決定

した助成額を区を通じてお支払いした
もので、予算上も特段問題ない。
原町１－７,８番街区の再開発、無機質
でどこにでもある駅前ビルがランドマ
ークの計画には反対。「人が中心」のま
ちづくりを。
区長　地権者組織を支援し、地元の皆
様との連携を深め、共同化の検討をさ
らに支援していく。

「９条改憲」国民投票・国民投票法は
資金のある者が広告力を持つ等「不平
等」。是正を国に求めよ。
区長　国民投票制度は、一定のルール
のもと憲法改正案に対して国民投票運
動ができることになっている。

区長！「前例通り」はやめ改
革進めよ！―区民を守れ！

未来倶楽部77　坂本 史子　議員

＜目黒美術館の将来展望＞
美術館は箱・作品・学芸員の三身一体で
成り立つが、目黒美術館を30年間下支

えした学芸員が欠け、作品購入のめど
は無い。前例主義にとらわれず、目黒美
術館の将来展望を早急に検討せよ。

区長　「めぐろ芸術文化振興プラン」に
基づき、多様な芸術文化に触れる機会
を提供し、新たな「文化縁」への発展、充
実に努めていく。また、学芸員の配置等
を含めた美術館のあり方についても検
討していく。
＜教員の過重労働＞
区立小・中学校の教員の役割は肥大
化・複雑化し、過重労働は子ども達の教
育にも影響する。（1）長時間労働を軽
減する取組みを問う。（2）過重労働に

今後講ずる対策を問う。（3）精神疾患
で休職する教員が増加しているが、本
区の休職教員の状況と対応を問う。
教育長　（1）学習指導員の配置や会議
等の見直しなど業務改善の取り組みを
進めている。（2）国や東京都における動
向を注視しつつ、各学校における創意
工夫を尊重しながら具体的な対策を講
じる。（3）平成19年度以降10人程度で推
移している。産業医によるケア等を推進
し、健康管理体制の充実に努めている。

前例主義から脱せよ、教員
の負担軽減を図れ

鴨志田 リエ　議員

住区センターを利用したミニデイやサ
ロンなどの住民活動がある反面、住区
センターの存在を知らない人は多い。
子どもも高齢者も歩いていくことがで

きる住区センターをコミュニティの拠
点にするために、地域政策調査室は庁
内連携の要となれ。
区長　住区センターは住区におけるコ

ミュニティ形成に資するため設置され
た施設であり、様々な活動団体が地域
課題に向け取り組んでいる。こうした
取組を幅広くＰＲし区民に周知すると
ともに、住区住民会議と連携し、地域課
題解決に向けた様々な事業が展開され
るよう運営していく。
自然豊かな八ヶ岳林間学園を生涯学習
や大学のゼミ合宿、子育て関連グルー
プが利用しやすいようサポート体制
を強化し、ＨＰや申し込み方法を見直
せ。

教育長　サポート体制等の整備は、今
後具体的な方策を研究する。また、ホー
ムページ情報の充実や予約方法の改
善を含め、利便性の向上の検討を進め
る。
多くの化学薬品を持つ清掃工場上を飛
行機が飛ぶことで、落下物などの危険
がある。区は区民の安全を第一とし、対
策を考えよ。
区長　今後も区民への丁寧な説明や教
室型での説明会の実施を国に対し要望
していく。

住区で多世代交流実現を！
羽田増便による落下物問題

広吉 敦子　議員

＜目黒が誇る図書館へ＞
（1）地域資料など貴重かつ希少な蔵書
は保全のためにデジタル化してはいか
がか。（2）本の価値と貸出頻度は一致
しない。寄贈図書の受け入れと廃棄の
判断は文化的価値に注意を。
教育長　（1）図書館資料のデジタル化

については、他自治体での導入事例
等も参考にしながら、検討を進めてい
く。（2）寄贈資料の受け入れの判断及び
蔵書等の資料の除籍の判断は、区の定
める基準に基づき、複数の職員により
対応するなど慎重に行っている。
＜みんなのための喫煙所整備＞

（1）指定喫煙所のスペースが足りず、
人と煙があふれ出ている。喫煙者の受
け皿を確保し、一般通行人と分離した
空間として整備をするのは区の責務。

（2）大規模建築物への喫煙施設設置の
義務付けや、民間の屋内型喫煙所設置
への助成など、民間スペースを活用し
た喫煙所整備の施策はいかがか。
区長　（1）2020東京オリンピック・パラ
リンピックに向けた国や都の議論も
注視しつつ、喫煙所の整備や改善を検
討していく。（2）他区の状況について調
査・研究を進め、喫煙者と非喫煙者の双
方にとって、できる限り快適な環境を
構築するため、取り組むべき施策を検

討していく。
＜外部コーチで部活動の向上＞
部活動指導員を活用すれば、深刻な過
重労働と言われる教員の負担軽減と、
部活動の活性化を図ることができる。
人材確保策と、救命救急や教育的指導
のスキルなど、指導員への指導・研修に
ついて所見を伺う。
教育長　東京都が部活動指導員の規定
整備を整備する方向で検討しているこ
とから、その動向等を踏まえ、部活動指
導員の任用のあり方や人材確保につい
て検討を進め、部活動の一層の充実を
図っていく。

文化を守る。人を守る。
図書館・喫煙所・部活動の向上

　自由民主党目黒区議団　西村 ちほ　議員


